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観月会2003
日中の文化の共演

　火星接近騒動？が続いていた９月
11日の中秋の名月、中国で一流の音
楽歴を持つニ胡奏者のシュウミンさ
んをゲストに迎え、本場の中秋の行
事を披露していただきました。中国
では、中秋は、お正月に次ぐおめで
たい行事だと語るシュウミンさん。
可憐な外見からは想像のつかないダ
イナミックな演奏を堪能することが
できました。
　対する日本の文化として、美里町
が全国に誇る大成高校美里分校太鼓
部の演奏と地元サークルによるお茶
会。太鼓演奏が始まる前は、今にも

雨が降りそうだった空も、雲が切
れ、月を山の下から呼び出してくれ
ました。
　平日にも拘わらず、この夜天文台
に集まった観客は約200人。例年同
様、地元住民の参加が非常に目立っ
ていました。この美里の地域では、
中秋を祝う習慣が今でもしっかりと
残されていると実感することができ
ました。
　イベントが終わったあと、星の塔
のベランダで名月を眺めていたシュ
ウミンさんの言葉を紹介しておきま
しょう。「日本に来て３年、こんなに
美しい月と山々を見たことはありま
せん。美里が大好きになりました。
また、呼んでください！」（尾久土）

　今月の一枚は、和歌山大学から真
南方向を写した夜空の画像です。こ
の画像でいちばん明るく輝いている
星が火星です。下方には、都市光で
非常に明るい和歌山市内がみえてま
す。
　これは、私も参加している研究グ
ループReal?Universeが、火星の大
接近に備えて３地点（国立天文台・
みさと天文台・和歌山大学）で毎日
観測しているプロジェクトの和歌山
大学版の画像なのです。そしてホー
ムぺージでは、３地点における現在
の夜空の様子・過去の夜空の動画な
どを見ることができます。それぞれ
観測地ごとの個性が出ており、各々
の環境がよくわかります。特に、各
観測地の空の明るさ・天候の様子の
違いを比べながら、見るのも面白い

でしょう。しかし、今年は何と言っ
て火星ですよね。ですので、ここで
火星の楽しみ方を少し紹介します。
実は、火星は背景の星々と違って、
その位置が毎日少しずつ変化してい
ます。これは、地球・火星が太陽を
中心に周っていて、地球から見た火
星の見かけの位置が絶えず変化する
ためです。惑星である火星はその名
の通り、戸惑いながら、背景の星々
の間を移動するようにみえるわけで
す。ですから、地道に毎日観測して
いけば位置が変化していることが確
認できるはずです。右上のように望
遠鏡でみるのも楽しいですが、毎日
火星の位置を確かめながら夜空をみ
るのも一つの楽しみ方ではないで
しょうか。
　今すぐにも、火星が背景の星々の
間を動いていることを確認したく
なった人は、ホームページにある過
去の映像を見比べてみてください。
きっと確認できることでしょう。

(http://realuniverse.nao.ac.jp)
　　　　　　　　　　（西端 一憲）

　　　和歌山大学60cm反射望遠鏡で撮影。
　　　模様がはっきり見えます。（9/8撮影）→
　　↓和歌山大学設置の固定カメラで撮影

　　　　　　　火星→



連載　美里から宇宙へ
火星と地球の環境問題　２

みさと天文台通信

見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

10月のイベント

編集後記

なぜ空気は“質の悪い”ガラスか

（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

昼間の施設見学について

10月の休館日

像が大きければゆらぎは無視

11月以降のイベント 10月の観望会の予定

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜
開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　７時15分、８時、８時
45分（途中参加はご遠慮下さい）受
付は各開始時刻の15分前からになっ
ています。
参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
２(木)～５(日)：火星、月、他
９(木)～13(月、祝)：火星、ベガ、他
16(木)～19(日)：火星、M31、他
23(木)～26(日)：火星、M31、他
30(木)～11/3(月、祝)：火星、他

またたかない火星

天文学の敵シンチレーション

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参
加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

★10月の天文教室
　「デジカメで手作りアニメに挑戦」
10月12日（日）午後２時から
講師：西端 一憲（客員研究員）
　近頃では、デジタルカメラが多く
の家庭へ浸透してきています。この
デジカメを使って御自分の手でアニ
メーションを作ってみませんか？是
非、ご自宅のデジカメを持って来て
挑戦して下さい。 休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日

★文化センター共同企画イベント
　「星とハーモニカ、
　　　　　夜空のトランペット」
11月８日（土）午後５時半から
ゲスト：竹内直子（ハーモニカ）
　　　　神代修（トランペット）
会場：みさと天文台　月の館
　文化センターでのコンサートと異
なり、天文台ならではの選曲です。
★11月の天文教室
　「宇宙論の最先端」
11月30日（日）午後２時から
講師：土居 守 助教授（東京大学）
★12月の天文教室
　12月14日（日）午後２時から

　中秋の名月を過ぎても夏の暑さが
続いていますが、この号が皆さんの
お手元に届く頃には、涼しい風が吹
き始めていることでしょう。
　夏休みが終わり９月に入っても火
星の熱は冷めることなく、まだまだ
火星人気は続いています。まだご覧
になっていらっしゃらない方はお客
さんの減った頃にお越し下さいと
言ってはいるものの、まだまだ混雑
しています。

　夕暮れて間もなく火星がいちだん
と明るく輝いて見えました。そこ
で、一瞬、これは何か人工の照明で
はないかと思いました。それは火星
の光りが“またたかない”からです。
「トゥインクル　トゥインクル　リ
トルスター」と西洋でも表現される
様に、星は語りかけるようにまたた
いています。なのに火星はカーッと
またたきもせず光っているのです。
　じつは火星だけでなく惑星はまた
たきません。勿論、お月様もまたた
きません。またたくのは遠方の恒星
です。今回はこの理由を考えてみま
す。この話はこの連載で1997年頃
にとり上げたことがありますが、も
う一度考えてみます。

　恒星がまたたくのは地球の大気が
ゆらぐためで、天文学ではシンチ
レーションと呼ばれる。恒星の像の
位置が時間的にゆらゆら移動するこ
とである。ところが人間の目の時間
分解能には限度があるので、いろい
ろな位置の像の残像を全部合算した
ものを視覚してしまう。移動が速い
ので視覚はついていけない。テレビ
画面で走査線の動きが速くて見えな
いで、うまく動画が見えるのと同じ
である。こうして星のイメージ五角
形の星型になる。
　写真をとれば露出時間の間に動き
回った位置全体にぼけた像が写る。

このぼけは天文学にとって最大の敵
である。宇宙空間に飛びだしたハッ
ブル宇宙望遠鏡にはこのぼけがない
からその天体写真が我々を魅了す
る。すばる望遠鏡が高地に行ったの
もこのぼけを小さくするためで、ま
たこのぼけをさらに消すには補償光
学といった手の込んだ技術を使わね
ばならない。

　まず速さだが一秒間に数十回ぐら
い位置を移動する。これに対して人
間の目の分解能は0.1秒ぐらいであ
る。次に位置移動の大きさだがシン
チレーションの小さいシーイングよ
いところでも約１秒角である。ちら
つく原因が大気にあるのだから、通
過距離の小さい鉛直方向（真上）が
一番小さい。また場所や時期により
ゆらぎの大きさが数10秒の場合も
ある。すなわちぼけの大きさは最低
でも１秒角程度はある。このぼけの
大きさに較べて、恒星の視半径は小
さく、惑星の視半径は大きい、とい
うのが、惑星の像がまたたかない理
由である。
　恒星の視半径は10光年の近いも
のでも１万分の１秒角である。大半
の星はこれよりはるかに小さい。こ
れに対し、惑星本体は小さいが何し
ろ距離が近いので視半径は十秒角以
上である。同じ惑星でも距離で違い
があり、接近の火星の視半径は十数
秒角である。木星は30秒角にもな
る。また惑星でも天王星、冥王星な
どとなると１秒角のオーダーで恒星
なみである。
　ゆらぎの角度が像の大きさよりも

小さいと像全体は動かないように見
える。このために火星のような惑星
はまたたかないのである。もちろん
火星の表面の細かい模様を見ようと
するとちらつくことになる。ただそ
んな構造が見えない裸眼で見た像は
恒星の像と違った印象を我々に与え
るのである。

　材質が一様でなくむらむらがある
質の悪いガラスを通して見ると向こ
うの像は歪んで見える。さらに見る
人が場所を変えると歪んだ像は様々
に時間変化する。見る人が移動する
代わりに像の方を動かしても同じで
ある。恒星のシンチレーションはこ
の様に起こっている。大気が質の悪
いガラスのようなものなのである。
　材質がむらむらだと一般には光の
屈折率がむらむらである。そういう
中を光が進むと通過したガラス内の
場所毎に屈折率が違うのであちらに
曲げられたりこちらに曲げられたり
する。進行方向に垂直な横方向で屈
折率に差があれば、平行にやってき
た光の束がくずれてある所には多め
に、他のところには少なめに、束ね
なおされる。そこを移動しながら同
じ方向を見ていくとチラチラと変動
して見えることになる。

　それではなぜ空気の光を通す性質
にむらむらがあるのでしょうか？こ
の問いはなぜ宇宙がちらついてしか
見えないのか？という問いの核心で
もあります。答えは地球の大気、特
に下層の対流圏での大気が”生きて

いる”からです。太陽の放射と地球
の自転とから場所と時刻で変化する
ように注入されたエネルギーを熱放
射に変えて宇宙に逃がしてやるまで
に起こるプロセスに関係していま
す。浮力による上下の対流で風が起
きたり、地面に引きずられかたの差
で風が起きたり、して注入されたエ
ネルギーの一部はまず空気の流れの
エネルギーになります。しかしこの
流れのエネルギーが絶えず消えてい
かないと風が一方的に大きくなって
しまいます。台風のエネルギーもい
つか消えてしまいますが、あのエネ
ルギーはどこに行ったのでしょう。

　恒星のシンチレーションから分か
る定量的情報はむらむらのサイズで
す。例えば成層圏と対流層のあいだ
ぐらいの高度だとこのサイズは数
10cmとなります。これは気象的な
長さ（風の方向が変わる長さ）から
見ると非常に小さい。しかし恒星の
シンチレーションはこういうむらむ
らの存在を発見しているといえま
す。天文学では邪魔者のゆらぎは大
気の科学に貴重な情報をもたらして
いるのです。流れのエネルギーはど
んどん小さな渦に分かれていって初
めて空気摩擦で熱に変わっていける
のです。大きな渦には分子摩擦は効
かないのです。小さな渦は地球環境
を保つ大事な過程の証なのです。今
度、恒星のまたたきを見たら地球の
大気の営みに思いを致して下さい。

むらのあるガラスを通して見る

小さな渦になって熱になる

　10月は、６日(月)、７日(火)、14
日(火)、20日(月)、27日(月)が休館
日になります。

　この紙面のいたることろで触れら
れているように、夏休みが終わって
からもたくさんのお客さんが天文台
へ足を運んでくださっています。
　昔からの常連さんなどは、通常な
ら客足が遠のきはじめるこの時期を
狙って遊びに来てくれるのですが、
例年との違いに驚いていることもし
ばしばです。
　私たちとしては、何がきっかけで
あろうと、天文台に来てもらったお
客さまが星を好きになってもらえる
ように努力しています。しかし、今
年の火星フィーバは、あまりのお客
さんの多さに、十分な対応が取れ
ず、皆さんに満足してもらえなかっ
たのではないかと心配しています。
　火星だけでなく、まだまだ楽しめ
る天体はありますので、また来てく
ださい。お待ちしています。   　 (Y2)



が非常によく見えました。心配され
ていた大規模な砂嵐は９月８日現在
まだ起きていないようです。
　いつものように火星も一過性の
ブームだろうと心配していたのです
が、９月に入っても問い合わせが多
く、連休はもちろん、週末に限らず
観望会はお客さんで賑わっていま
す。火星をきっかけにして、公開天
文台に足を運んでくれる人が確実に
増えているようで、うれしいかぎり
です。その分、夏が終わったのに忙
しくて調子が狂っている気もしま
す。今年の残暑のせいかもしれませ
ん。さすがは火の星の大接近でした
（もちろん科学的には無関係です）。
　火星自体は４月頃まで見えるので
すが、徐々にいつもの普通の小さな
火星に戻ってゆきます。あとは、日
本上空のジェット気流によって火星
の像がさらにボケないことを祈りま
す。

　次は、月と火星の接近した９月９
日の写真（大きいのは月、下の点が
火星）です。雲がかかっているので
あまりよい写真でなくてすみませ
ん。「接近」とは言っても、地球と火
星の接近のように本物の距離が近く
なるわけではなく、見かけ上ほぼ同
じ方向に見える（接近して見える）
現象でした。月は１ヶ月で天球を一
周しますから、惑星との接近は言っ

　６万年に１度の「最接近」という
誤解のためか、お盆の頃の悪天候の
反動もあったのか８月27日の最再
接近に向け、８月下旬には一気に火
星ブームが盛り上がりました。最接
近当日の火星オールナイト特別観望
会には600人以上（おそらく千人く
らい）のお客さんが来られ、おそら
く1998年のしし座流星群の時のよ
うな大混雑・大渋滞でした。曇った
り晴れたりの中で、残念ながら火星
が見られずに帰られた方もおられ、
天気のこととは言え、申し訳なかっ
たです。またそんな状態を予想して
「いざ鎌倉！」とばかりに当日のス
ケットに来てくださったボランティ
アのみなさん、ありがとうございま
した。
　写真は７月27日～９日８日の火
星の様子です。最接近の頃はあまり
大きさに差がないことが実感できる
かと思います。火星がどこまで詳し
く観察できるかは、距離だけでな
く、その日の地球の大気の状態が大
きく影響しますので、必ずしも最再
接近の27日がいちばんよく見える
わけではありませんでした。模様に
ついては、やはり８月中旬頃が見や
すく、また９月初旬ころには火星の
目玉のような太陽湖と呼ばれる部分

連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、10月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

火星報告（最接近の頃）

月との接近で、月の動きを実感

　日　　　　天文現象

３日（金）　上弦
６日（月）　火星食
　　　　（ニュージーランド方面）
８日（水）　栗名月、
　火星と天王星が接近（約3.5度）
９日（木）　寒露
10日（金）　満月
18日（土）　下弦
21日（火）　オリオン座流星群極大
　　　　　　（１時間に10個程）
24日（金）　霜降
25日（土）　新月
27日（月）　金星と月が接近
　　　（南大平洋方面では金星色）
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てみれば１ヶ月に１度、その近さに
差こそあれ起きています。今回はた
またま火星が非常に明るかったため
普通の星の食や接近とは違って月の
すぐ近くでも肉眼で見えたこと、確
かに非常に近づいたこと（シベリア
方面では火星食）、日本から見ると
ちょうどよい時間（夜の８時半頃）
にあたったので、意外にも見ごたえ
がありました。なによりも、月と火
星の位置関係が、ほんとに見る見る
変化して行ったことは頭で理解はし
ていても、驚きでした。また今月も
６日に近づきます（ニュージーラン
ド方面では火星食です）。

８月４日

８月16日 ８月24日８月20日

９月１日 ９月３日 ９月８日８月27日

７月27日

８月10日

　また27日
には火星よ
りも明るい
金星と月の
接近がある
にはあるの
ですが、ま
だ夕方の西
の低い空な
のと、最も
ちかづく時
間は日本か
らは見られ
ませんので
（南太平洋方
面では金星
食）、また別
の機会を期
待したいと

思います。
　ポスト火星の状況としては、金星
が夕方の西空低く見えてきます。ま
た土星も真夜中ふたご座の中に見え
ています。観望会でお見せできるの
はもう少し先になります。
　　　　　　　　　　（豊増 伸治）

11, 59, 8372, 8430, 8542, 8584, 8586, 8647, 8650, 8696, 8785, 8789, 8840, 8971
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火星「超」接近
オールナイト観望会

天文見聞録(14)
天文台の仕事を体験

　海南市から車を走らせ50分、360
度緑に囲まれた急な山道をひたすら
登りきり私はみさと天文台に到着し
ました。私、和歌山大学教育学部３
回生天文学ゼミの竹中敦史（たけな
かあつし）です。なぜ私はここに
やってきたのか？！和歌山大学では
博物館学芸員の資格を取ろうとする
４回生が実習として天文台の仕事を
体験しますが、私は天文台の仕事に
とても興味がありましたので、いち

早く仕事を体験させてもらうことに
なったのです。さて今回させてもら
う仕事は、「天体望遠鏡の解説」で
す。これは、ただ望遠鏡の性能を話
すだけではありません。望遠鏡は
ドーム型の屋根の中にあるので、実
際にドームのスリット（望遠鏡を星
空に向けるときに開く窓のようなも
の）を開けたり、望遠鏡本体をさま
ざまな方角に動かしたりもします。
しかし私はみさと天文台に来たのは
初めてで、ましてやこんな大きな望
遠鏡の知識などほとんどありませ
ん。そこで初日は先輩の大学院生Ｎ
さんのお手本を見学して解説のノウ
ハウを目に焼き付け、空き時間は文
献を片手に知識を増やすことに徹し
ました。そして２日目、早くも天文
台デビューの時がやってきました。
研究員のＹさんとＯさん、先輩Ｎさ
んが心配そうに見守る中、ついに本

番が始まりました。望遠鏡のしく
み、性能、観測できる天体などなど
考えていたことは一通り話したつも
りですが、緊張でお客さんの顔もろ
く見ることができず、パニック状態
になっていました。たった15分でし
たが、終わったあと、かなりの疲れ
を感じました…。その後の研究員さ
んとの反省会で指摘されたことは、
「難しい話を分かりやすく話す」と
いうことでした。確かに自分は分
かっている専門的な内容や専門用語
もそのまま話すと、初めて聞く人に
は理解しづらいと思います。「いか

に分かりやすく伝えるか」です。そ
の反省を踏まえ、２回目からは望遠
鏡のしくみを分かりやすく描いた図
を作成し、それを用いて説明するこ
とを試みました。お客さんは画用紙
を見ながら「ふんふん」とうなずい
ていたので効果ありか？今回この仕
事を体験して、お客さんの前で話す
ことの難しさを痛感しました。なに
しろ解説時間の15分間が長～く感
じましたもの…。今年の夏は計５回
の実習をさせてもらいましたが、
もっともっと修行して、天文台に来
られたみなさんに感動（オーバーか
な？）を与え
られるような、
解説ができる
ように努力し
ていきたいと
思います。
　（竹中 敦史）

　「６万年ぶりの大接近」とマスコ
ミで紹介され、今年の夏が火星一色
になったのは改めて言う必要はない
でしょう。そんな火星フィーバーの
最中、夏休み終盤の８月27日に、火
星と地球の最接近を迎えました。
　この機会に多くの方に火星を見て
いただこうと、みさと天文台では
オールナイトで観望会を行ないまし
た。延べで数百人をゆうに超える
（1000人もの？）お客さんがお越し

になり、望遠鏡のある建物の前に１
時間あまりの待ち時間となる長蛇の
列ができました。しかし残念なが
ら、途中、曇る時間もあり、お越し

望遠鏡のある建物前から伸びる列は、庭を横切るほど長くなりました 小型望遠鏡の横で携帯電話で火星を撮影をする人や望遠鏡を持参する人も

になった方全員が火星を見ることが
できた訳ではなく、「来月にでもま
た来るよ！」と仰って帰る方も少な
からずおられました。

　天文台の許容人数をはるかに超え
る来客数でしたので、駐車場や国道
へ至る道には車があふれ、お越しに
なったお客さんをはじめ近隣の皆さ

んに大変ご迷
惑をおかけし
ましたこと、
この場を借り
てお詫びしま
す。
 （矢動丸 泰）

室内や順番待ちの列では、火星についてのお話を聞いて頂きました。また、その様子をテレビ局が取材していきました。

８月
17日：火星ウィーク（13日～）
22日：火星フィーバー（293名）
23日：火星フィーバー（426名）
24日：火星フィーバー（264名）
27日：火星オールナイトイベント
　　　（約1000名）
９月
９日：月と火星のランデブー（写真）
11日：観月会
14日：火星フィーバー（547名）

８月
17日：伊都からて道教室
20日：学研岩出教室
22日：向陽台高校

23日：岩出ロータリークラブ
24日：真正町商工会
26日：吉備町ふれあいツアー
28日：登美ヶ丘高校
29日：登美ヶ丘高校

８月
16日：関西テレビ取材
　　「スーパーニュースほっと関西」
17日：毎日新聞連載（アンタレス）
20日：ほんまもん体験
21日：関西テレビ放映
　　「スーパーニュースほっと関西」
23日：ＮＨＫ「週間こどもニュース」
24日：毎日新聞連載（火星の模様）
27日：取材
　　毎日放送、朝日新聞、読売新聞、
　　和歌山新報

28日：マスコミ各社による放映掲載
　　朝日新聞１面（特別観望会）、
　　毎日放送「News VIOCE」、
　　朝日放送「Newsゆう」
29日：読売新聞
31日：毎日新聞連載（アルタイル）
９月
７日：毎日新聞連載（手作り望遠鏡）
10日：JAながみね広報誌（火星）
14日：毎日新聞連載（火星の大きさ）

団体・出張講演

出来事

報道・その他

　皆様も御存じの通り、この夏は火
星で大騒ぎとなりました。出来事の
欄に書かれた「火星フィーバー」は、
夜間観望会（計３回）に参加された
お客さまの総数が、一晩で200名を
超えたものを示しています。
　私もみさと天文台に勤務して４年
が経ちますが、これ程のお客さまが
お見えになったのは、記憶にありま
せん。火星パワー恐るべし！といっ

たところです。
　上の記事にも書いておりますが、
27 日の火星観望会など混雑した観
望会に参加されたお客さまには、駐
車場や望遠鏡の順番を長時間に渡り
お待ち頂き、大変な御迷惑をお掛け
しました。ここにお詫び致します。
申し訳ありませんでした。
　火星は、日ごと遠ざかり小さく暗
くなってゆきますが、その姿は来年
３月頃まで見られます。是非これか
らも火星の変わり行く姿を追い続け
てみて下さい。

９月９日の月と火星のランデブー

（小澤 友彦）

（和歌山大学にて撮影）


